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行った．結合材の化学組成を表 1 に示す． 
 
2.2 モルタル圧縮強度 
 表 2 に実験計画を示す．シリーズⅠ，シリーズⅡで
作製した試験体を用いて圧縮試験を行った．シリーズ
Ⅰではポルトランドセメントの少量混合成分量が現行
の JIS規格の 5 %から 10 %に拡大されることを想定し，
少量混合成分量を 10 ％一定とした条件において BFS 
と LSP の混合率を変化させた．シリーズⅡでは A 種

















し，JIS A1108 により測定した．試験体は∮5×10 cm の
円柱とし，5 °C および 20 °C の封緘養生とした．測定
材齢は，いずれの養生温度ともに積算温度で30, 90, 210, 




にて 2 分間混練し，ブリーディングを抑制するため 7
時間程度練り置き後，10 cm3 のスチロール棒瓶に成型
した．以降の養生は 20 °C 封緘とし，材齢 1, 3, 7, 28, 91
日にて強熱減量および粉末 X 線回折(XRD)の測定を行
った．材齢の経過した試料は脱型後粗砕し，多量のア
セトンにて水和停止後，40 °C，24 時間の乾燥を行った． 
乾燥後の試料は，振動ミルにて微粉砕した．スラグ




XRD の測定条件はターゲット CuKα，管電圧 45kV，
管電流 40mA，走査範囲 5-70 deg.2θ，ステップ幅 0.02 
deg.とし，半導体型高速検出器を用いた．リートベルト
解析は SIROQUANT Ver3.0 を用いた．水和試料と同条



























































表 1  使用材料の化学組成 
SiO2 Al2O3 Fe2O3 CaO MgO SO3 TiO2 Na2O K2O
OPC 3.16 3490 20.94 5.45 2.83 64.96 1.54 2.05 0.27 0.32 0.48
BFS 2.91 3930 34.03 14.36 0.83 43.28 6.51 - 0.46 0.18 0.31
CS 2.96 3030 40.50 55.68

















































表 3  セメントペーストの調合 

















シリーズ I およびシリーズ II で得られた圧縮強度試
験のうちの一部を以下に示す．図 1 には，シリーズ I の
うち，OPC ベース，CS 0 %で 20 °C 養生での圧縮強度
を示す．ベースセメントが OPC で混合材量が 10 %一
定の条件では，BFS や LSP を単独使用するよりも，両
者を併用した方が圧縮強度は高くなった． 
図 2 には，シリーズ II のうち，OPC ベースで 20 °C
養生での圧縮強度を示す．スラグ混合率の増加に伴い，
圧縮強度は低下する傾向にあるが，CS の添加により材
齢 1 日での圧縮強度は増大した． 
図 3 および図 4 には，シリーズの II の実験結果を
OPC 単独での圧縮強度との強度比として示す．図 3 は
OPC ベース，図 4 は HPC ベースである．OPC ベース


















率は材齢 91 日で 40-50 %程度であり 9)，これと比較す
ると高炉セメント A 種でのスラグ反応率は高くなった．
また，CS や LSP の影響は，材齢 7 日までは CS， LSP
の混和によりスラグの反応は促進し，材齢 28 日以降で
は無混和に比較して停滞する傾向が認められた． 
 図 6 には C3S および C2S の反応率を示す．スラグ共
存時のセメント鉱物の反応は，C3S は促進し，C2S は遅




和や CS と LSP が共存した場合，C3S の初期水和反応
は促進し，CS と LSP を併用した場合は C2S の水和反
応は抑制される傾向にあった． 
















































図 1  シリーズ I 圧縮強度 
 
図 2  シリーズ II 圧縮強度 
(点線はCS 2%) 
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表 3  セメントペーストの調合 


















に比較して BA で少なく，またいずれも材齢 1 日での
生成量が最も多く，長期材齢では消失した．CSではAFt
の生成量は著しく増大し，材齢の経過とともに減少す
るが材齢 91 日においても残存した．LSP も同様に AFt




での AFm 生成量は多く，スラグの反応による AFm の
生成が示唆された．また，図示はしていないが，LSP で
は AFm は生成せず Mc と Hc が生成し，Mc に比較し
て Hc の生成量が多かった．高炉セメントに石灰石微粉
末が共存した系では AFm はほとんど生成せずにカー




以上の水和反応解析の結果と，シリーズ II での OPC
ベースのモルタル圧縮強度との関係を考察すると，CS
の混和による材齢 1 日での圧縮強度の増大は，C3S お
よびスラグの水和反応の促進，AFt 生成量の増大等の
影響が考えられる．以降の材齢では，水和反応の観点






































































図 4  OPC に対する強度比(HPC ベース) 
 
図 5  セメント全体およびスラグ反応率 
図 6  C3S およびC2S 反応率 
 













4) OPC をベースセメントとし，スラグ混合率が 20 %
の条件で水和反応解析を行った結果，CS の混和に
より材齢 1 日でのC3S およびスラグの水和反応の
促進，エトリンガイト生成量の増大が認められた．
このことが圧縮強度が増大した要因と考えられた． 
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